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品
質
・
収
量
を
高
め
る
水

管
理
に
つ
い
て

出
穂
期
か
ら
穂
揃
期
に
か
け

て
は
稲
体
が
最
も
多
く
水
や
酸

素
を
必
要
と
す
る
時
期
で
す
。

「
花
水
」を
行
い
、
一
週
間
ほ
ど

圃
場
を
湛
水
状
態
に
し
ま
し
ょ

う
。
穂
揃
期
か
ら
登
熟
期
は

「
間
断
潅
水
」や「
飽
水
管
理
」で

土
壌
を
酸
化
的
に
保
ち
、
根
の

活
力
を
維
持
し
登
熟
を
高
め
ま

し
ょ
う（
表
１
）。
こ
の
時
期
に

圃
場
を
乾
燥
さ
せ
る
と
稲
体
に

ス
ト
レ
ス
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

く
れ
ぐ
れ
も
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
。
最
新
の
気
象
情
報
を
確
認

し
、
強
風
や
異
常
高
温
が
予
想

さ
れ
る
場
合
は
事
前
に
３
㌢
㍍

～
５
㌢
㍍
湛
水
し
ま
し
ょ
う
。

刈
取
適
期

刈
取
適
期
は
出
穂
後
の
積
算

気
温（
表
２
）を
目
安
に
、
枝
梗

の
枯
れ
具
合
、
青
籾
歩
合
、
籾

水
分
な
ど
を
確
認
し
総
合
的
に

適期作業で
高品質生産を実現しよう！

表１.登熟期の水管理の目安

表２.品種別刈取適期の目安

佐　藤　国　広鶴岡市農業協同組合 営農販売部 生産振興課

今
年
の
稲
作
も
終
盤
に
さ
し
か
か
り
ま
し
た
。
適
切
な
水
管

理
、
適
期
収
穫
、
乾
燥
調
製
等
に
よ
り
高
品
質
・
高
収
量
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

出穂後日数 土壌水分保持の目安

～20日まで くぼみに一部水が
ある程度より乾かさない

21日～30日 足を入れて水がにじみ出る程度

31日以降 黒乾亀裂（一部ヒビが入る程度）

品種名 刈取り適期（出穂後の積算平均気温） 刈始めの青籾歩合

はえぬき 950～1,200℃ 20％

雪若丸 950～1,200℃ 15～20％

コシヒカリ 1,000～1,200℃ 15％

つや姫 1,000～1,200℃ 15％

米
の
発
生
は
品
質
低
下
に
つ
な

が
り
ま
す
。
圃
場
を
よ
く
観
察

し
て
刈
取
日
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

コ
ン
バ
イ
ン
や
乾
燥
機
等
の
点

検
・
整
備
は
早
め
に
済
ま
せ
、

適
期
内
で
の
刈
取
終
了
と
な
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

適
正
乾
燥

乾
燥
中
は
籾
水
分
を
こ
ま
め

に
測
定
し
、
適
正
玄
米
水
分

（
14
・
5
％
～
15
・
0
％
）に
仕

上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う（
表
３
）。

高
水
分
籾（
水
分
25
％
以
上
）の

籾
を
乾
燥
さ
せ
る
場
合
は
、
水

分
17
％
台
ま
で
に
乾
燥
が
進
ん

だ
時
点
で
一
時
中
断
し
、
後
日

仕
上
げ
乾
燥
を
行
う
こ
と
で
胴

割
れ
発
生
を
抑
え
ま
し
ょ
う

（
表
４
）。
一
方
で
、「
水
分
の
戻

り
」に
注
意
が
必
要
で
す（
図

１
）。
乾
燥
中
断
時
に
穀
温
が

高
い
場
合
、
送
風
循
環
し
て
穀

温
を
下
げ
ま
し
ょ
う
。

急
速
乾
燥
や
過
乾
燥
で
は
胴

割
れ
粒
が
発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
乾
燥
速
度
は
毎
時
乾
減

率
0
・
8
～
1
・
0
％
が
限
界

で
す
の
で
、
こ
れ
よ
り
上
げ
な

い
よ
う
に
し
ま
す
。

熟
の
ば
ら
つ
き
が
大
き
い
た
め
、

遅
い
籾
に
合
わ
せ
て
刈
取
す
る

と
早
い
籾
が
茶
米
と
な
る
こ
と

か
ら
、
刈
り
遅
れ
な
い
よ
う
注

意
が
必
要
で
す
。

刈
遅
れ
に
よ
る
胴
割
粒
や
茶

判
断
し
ま
す
。
一
般
的
に
刈
り

始
め
の
目
安
は
、
一
穂
籾
中
の

青
籾
歩
合
15
～
20
％
程
度
、
籾

水
分
が
25
％
に
達
し
た
頃
か
ら

と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
刈
取
適
期
は
籾
数
の

多
少
で
も
変
動
し
ま
す
。
籾
数

が
少
な
い
場
合
は
刈
取
適
期
が

早
ま
り
、
適
期
幅
が
狭
く
な
り

ま
す
。
籾
数
が
多
い
場
合
は
登
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表３. 乾燥作業時の水分測定のタイミング

図１. 余熱乾燥と水分の戻り（模式図）

表４. 籾の状態にあわせた乾燥法

忙
し
く
な
る
時
期
に
な
り
ま
す
。

作
業
計
画
を
立
て
て
、
体
調
を

万
全
に
し
、
心
に
余
裕
を
も
っ

て
作
業
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

事
故
防
止
の
た
め
安
全
確
認
を

徹
底
し
、
周
囲
の
農
業
者
同
士

で
も
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
作

業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

①搬入時 ※乾燥機への張り込み時、または送風前 ：乾燥所要時間の設定 生籾

②乾燥中 ※1～2時間毎（少なくとも乾燥所要時間の中間時） ：乾燥速度修正検討 籾

③乾燥終了直前 ※終了の1～2時間前 ：停止時刻の決定 籾・玄米

④乾燥終了時 ：停止の確認 玄米

⑤貯留中 ※乾燥終了後、２日以降 ：再乾燥の検討 玄米

⑥籾摺直前 ：最終確認 玄米

籾
摺
り
選
別

籾
摺
り
の
良
否
が
玄
米
の
外

観
品
質
を
左
右
し
、
検
査
等
級

に
影
響
し
ま
す
。
肌
ず
れ
粒
、

胴
割
粒
、
砕
粒
、
ア
ラ（
籾
）の

混
入
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

籾
摺
り
前
は
穀
温
、
籾
水
分
の

確
認
と
試
し
摺
り
を
行
い
、
肌

ず
れ
米
の
発
生
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。
玄
米
水
分
約
15
％
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
籾
摺
り
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

籾
の
大
き
さ
や
登
熟
状
況
は

年
次
差
・
品
種
差
が
あ
り
、
毎

年
同
じ
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
作

業
前
に
籾
摺
り
機
の
ロ
ー
ル
点

検
を
行
い
、
ゴ
ム
厚
が
残
り
１

／
４
以
下
に
な
っ
た
ら
新
品
と

交
換
し
て
く
だ
さ
い
。
脱
ぷ
率

（
籾
殻
が
取
れ
た
比
率
）が
80
～

85
％
に
な
る
よ
う
ロ
ー
ル
幅
を

調
整
し
ま
す
。

選
別
は
、
整
粒
歩
合
80
%
以

上
を
目
標
に
、
品
種
に
合
っ
た

網
目
の
選
択
や
機
械
の
調
整
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

農
作
業
事
故
防
止
に
つ
い
て

８
月
末
か
ら
は
草
刈
作
業
の

再
開
、
コ
ン
バ
イ
ン
や
乾
燥
機

の
点
検
、
収
穫
・
調
整
作
業
と

籾の状態 乾　燥　方　法 注　意　事　項

高水分籾
（青籾が多い）
（倒伏したとき）

・初期に常温通風循環を行う
・高速乾燥をさけ、二段乾燥法を活用
・水分の戻りに注意する

・水分ムラの発生
・高速乾燥による品質低下

立毛胴割れが多い
損傷粒・脱ぷ粒が

多い

・ 通常の送風温度より5～10℃低めの送風を行い、
毎時乾燥率を0.6%とし、胴割れ増加を防ぐ

・乾燥中の胴割れの増加
・循環中の肌ずれの発生

張り込み量が
少ない

・ 各乾燥機の基準にしたがい、張り込み量に応じて
送風温度を下げる
・ 毎時乾燥率は通常（籾水分が20％以上の場合は
0.8%程度、20％以下では0.6%程度）と同じに
する

・循環速度が速まり、
　高速乾燥による品質低下
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畜
産
農
家
の
現
状

畜
産
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、

燃
料
や
飼
料
の
ほ
か
に
、
生
産

資
材
の
価
格
が
高
く
推
移
し
て

い
る
こ
と
や
、
担
い
手
の
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
な
ど
に
よ
り
、

小
規
模
農
家
を
中
心
に
飼
養
頭

数
が
減
少
す
る
な
ど
厳
し
い
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
家
畜
に
給
与
す
る
飼

料
や
飼
料
を
生
産
す
る
た
め
に

用
い
る
肥
料
は
、
海
外
へ
の
依

存
度
が
高
い
た
め
、
な
る
べ
く

国
内
で
生
産
す
る
こ
と
、
農
地

を
維
持
し
て
い
く
こ
と
、
農
業

の
担
い
手
を
確
保
す
る
こ
と
な

ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

課
題
に
対
す
る
解
決
手
法

こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
応
し
、

家
畜
の
飼
養
に
よ
っ
て
生
じ
る

環
境
へ
の
負
荷
や
、
輸
入
飼

料
・
肥
料
へ
の
依
存
を
減
ら
し
、

畜
産
物
を
持
続
的
に
生
産
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
未
利
用

資
源
を
有
効
活
用
し
て
国
産
飼

料
を
安
定
的
に
生
産
・
供
給
で

き
る
体
制
を
確
立
す
る
と
と
も

に
、
労
働
生
産
性
の
高
い
飼
料

作
物
を
作
付
け
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

酪農メガファーム誕生による
耕畜連携の取り組み

こ
の
た
め
に
は
、
地
域
に
お

い
て
、
耕
種
農
家
の
生
産
し
た

飼
料
を
畜
産
農
家
が
利
用
し
、

家
畜
排
せ
つ
物
に
由
来
す
る
堆

肥
を
農
地
に
還
元
す
る
取
り
組

み
で
あ
る「
耕
畜
連
携
」を
推
進

し
、
持
続
的
な
飼
料
作
物
の
生

産
・
利
用
の
拡
大
を
図
る
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。

庄
内
地
域
に
お
け
る「
耕
畜

連
携
」の
一
例

⑴
鳥
海
八
幡
畜
産
振
興
ク
ラ
ス

タ
ー
協
議
会
の
取
り
組
み

ロータリー型自動搾乳ロボット（２４頭搾乳可能）

ロータリー型自動搾乳ロボットでの搾乳状況

庄
内
地
域
に
お
い
て
も
、
酪

農
家
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、

飼
養
頭
数
も
小
規
模
な
農
家
が

多
く
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
修

繕
や
後
継
牛
の
確
保
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
鳥
海
八
幡

畜
産
振
興
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会

で
は
、
畜
産
農
家
を
始
め
と
す

る
関
係
者
が
連
携
す
る
畜
産
ク

ラ
ス
タ
ー
の
仕
組
み
の
活
用
に

よ
り
、
生
産
コ
ス
ト
の
削
減
、

規
模
拡
大
等
、
地
域
一
体
と
な

っ
て
行
う
取
り
組
み
を
支
援
す

る
、
国
の
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事

高　橋　　　裕山形県庄内総合支庁産業経済部農業振興課

業
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
畜
産
経
営
体

で
あ
る
株
式
会
社
鳥
海
高
原
デ

ー
リ
ィ
フ
ァ
ー
ム
と
株
式
会
社

酒
田
Ｄ
Ｆ
育
成
牧
場
が
、
令
和

３
年
度
か
ら
５
年
度
に
か
け
て
、

酒
田
市
大
台
野
地
区
に
大
規
模

農
場
を
整
備
し
ま
し
た
。
そ
こ

を
核
と
し
て
、
地
域
に
根
差
し

た
魅
力
あ
る
酪
農
、
肥
育
及
び

乳
肉
複
合
経
営
の
確
立
の
た
め

に
、
地
域
の
関
係
者
が
連
携
し

て
、
①
頭
数
の
増
加
に
よ
る
生

乳
生
産
規
模
の
拡
大
、
②
肥
育
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素
牛
及
び
優
良
後
継
牛
の
生
産

体
制
の
確
立
、
③
耕
畜
連
携
に

よ
る
自
給
飼
料
生
産
拡
大
、
④

畜
産
加
工
品
の
ブ
ラ
ン
ド
強
化

等
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
地
域

農
業
の
活
性
化
を
図
り
、
生
産

基
盤
の
強
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
国
の
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー

事
業
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
人

の
手
を
介
さ
ず
自
動
で
搾
乳
で

き
る
ロ
ー
タ
リ
ー
型
自
動
搾
乳

ロ
ボ
ッ
ト
を
県
内
で
初
め
て
導

入
し
、
少
人
数
で
管
理
で
き
る

設
備
も
整
備
し
ま
し
た
。

⑵
鳥
海
高
原
Ｄ
Ｆ
飼
料
生
産
組

合
の
取
り
組
み

鳥
海
八
幡
畜
産
振
興
ク
ラ
ス

タ
ー
協
議
会
で
は
、
耕
畜
連
携

に
よ
る
地
域
内
の
自
給
飼
料
生

産
拡
大
・
強
化
を
図
る
た
め
、

関
係
者
で
構
成
さ
れ
る
耕
畜
連

携
部
会
に
お
い
て
打
合
せ
を
重

ね
、
令
和
５
年
に
鳥
海
高
原

D
F
飼
料
生
産
組
合
を
設
立
し

ま
し
た
。

鳥
海
高
原
Ｄ
Ｆ
飼
料
生
産
組

合
は
、
酒
田
市
新
出
の
株
式
会

社
和
農
日
向
に
事
務
局
を
置
き
、

畜
産
経
営
体
と
耕
種
農
家
が
地

域
資
源
の
有
効
活
用
に
よ
る
資

源
循
環
型
農
業
を
確
立
し
、
飼

料
生
産
及
び
有
機
肥
料
の
圃
場

酒田市福山での稲ＷＣＳ専用品種
「山形飼糯１３８号」の収穫

飼料用とうもろこしの収穫
（写真は株式会社ノベルズでの収穫状況）

酵
さ
せ
た
飼
料
）を
年
間
約

1
0
0
0
㌧
規
模
で
生
産
し
ま

す
。ま

た
、
鳥
海
高
原
D
F
飼
料

生
産
組
合
で
は
、
県
水
田
農
業

研
究
所
で
育
成
さ
れ
た
茎
葉
多

収
タ
イ
プ
の
稲
W
C
S
専
用
品

種「
山
形
飼
糯
1
3
8
号
」の
活

用
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

⑶
鳥
海
高
原
デ
ー
リ
ィ
フ
ァ
ー

ム
独
自
の
取
り
組
み

鳥
海
高
原
デ
ー
リ
ィ
フ
ァ
ー

ム
で
は
、
大
台
野
地
区
の
農
地

に
、
飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し

（
牛
に
必
要
な
繊
維
と
と
も
に
、

栄
養
価
の
高
い
子
実
が
付
い
て

い
る
た
め
、
牛
に
と
っ
て
栄
養

的
に
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
飼
料
）

を
生
産
で
き
る
圃
場
を
整
備
し

ま
し
た
。

大
台
野
地
区
は
火
山
噴
火
に

よ
り
形
成
さ
れ
た
土
地
の
た
め
、

幾
つ
か
の
沢
筋
を
刻
む
起
伏
の

多
い
斜
面
で
あ
り
、
大
小
様
々

な
石
礫
が
農
耕
を
妨
げ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
た
め
耕
作
放
棄
地

等
の
土
地
資
源
の
有
効
活
用
に

よ
り
飼
料
生
産
基
盤
の
整
備
を

進
め
、
畜
産
経
営
の
安
定
化
及

び
競
争
力
強
化
を
図
る
た
め
、

農
地
中
間
管
理
機
構
に
よ
る
担

い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化

還
元
等
の
事
業
を
通
じ
て
地
域

農
業
の
収
益
力
向
上
に
貢
献
し
、

持
続
可
能
な
農
業
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
組
織
化
し

た
も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
、
鳥
海
高
原
デ

ー
リ
ィ
フ
ァ
ー
ム
の
堆
肥
を
圃

場
還
元
し
、
飼
料
供
給
を
行
う

生
産
拠
点
と
な
る
酒
田
南
部
地

区
で
は
広
野
W
C
S
の
会
が
、

酒
田
中
央
地
区
で
は
米
米
飯
株

式
会
社
が
、
酒
田
北
部
地
区
で

は
和
農
日
向
が
、
耕
種
農
家
地

区
代
表
役
員
と
な
っ
て
稲
ホ
ー

ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ（
稲

W
C
S
）（
水
稲
の
子
実
と
茎
葉

を
一
体
的
に
収
穫
し
、
乳
酸
発

の
加
速
に
つ
い
て
の
支
援
を
行

う
、
国
の
農
地
耕
作
条
件
改
善

事
業
を
活
用
し
、
耕
作
条
件
の

改
善
を
実
施
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
令
和
３
年
度

か
ら
５
年
度
に
か
け
て
、
雑
木

や
石
を
撤
去
し
て
、
営
農
環
境

を
整
備
し
、
造
成
し
た
農
地
約

40
・
7
㌶
で
、
飼
料
用
と
う
も

ろ
こ
し
を
作
付
け
し
て
い
ま
す
。

⑷
飼
料
供
給
の
現
状
と
耕
畜
連

携
の
一
層
の
取
り
組
み

鳥
海
高
原
デ
ー
リ
ィ
フ
ァ
ー

ム
と
酒
田
D
F
育
成
牧
場
で
は
、

併
せ
て
1
5
0
0
頭
を
超
え
る

飼
養
規
模
と
な
る
よ
う
、
現
在

飼
養
頭
数
を
計
画
的
に
増
や
し

て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
飼
料
も
最
大
で

年
間
2
0
0
0
0
㌧
程
度
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

酪
農
メ
ガ
フ
ァ
ー
ム
の
誕
生

に
よ
る
耕
畜
連
携
の
取
り
組
み

は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

経
営
安
定
化
の
た
め
に
も
、

「
耕
畜
連
携
」を
よ
り
一
層
推
進

す
る
と
と
も
に
、
耕
種
農
家
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
地
域
間
に
お

け
る
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し

た
広
域
流
通
を
推
進
す
る
な
ど
、

取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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1
は
じ
め
に

令
和
５
年
の
夏
期（
７
月
下

旬
～
９
月
）は
記
録
的
な
猛
暑

と
な
り
、
特
に
施
設
花
き
は
、

出
荷
時
期
の
変
動
や
切
り
花
品

質
の
低
下
な
ど
大
き
な
影
響
を

受
け
ま
し
た
。

こ
の
た
め
県
で
は
、
今
後
の

安
定
生
産
の
た
め
に
、
各
品
目

に
お
け
る
現
地
対
策
や
優
良
事

例
を
ま
と
め
た「
園
芸
品
目

高
温
少
雨
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

を
作
成
し
、
関
係
機
関
や
希
望

者
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
中

か
ら
、
特
に
高
温
の
影
響
が
大

き
か
っ
た「
ス
ト
ッ
ク
」に
つ
い

て
、
技
術
対
策
を
紹
介
し
ま
す
。

2
ス
ト
ッ
ク
に
お
け
る
高

温
の
被
害
様
相

令
和
５
年
の
高
温
に
よ
り
、

ス
ト
ッ
ク
で
は
主
に
以
下
の
被

害
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

①
７
月
下
旬
以
降
の
高
温
で
、

直
播
を
中
心
に
発
芽
不
良
が

発
生（
図
１
、
写
真
１
）。

②
灌
水
過
多
と
な
っ
た
圃
場
で

は
、
肥
料
切
れ
の
症
状
が
発

生（
写
真
２
）。

③
花
芽
分
化
期（
９
月
）の
気
温

が
平
年
よ
り
高
く
推
移
し
た

こ
と
で
、
７
月
下
旬
か
ら
８

月
中
旬
播
種
作
型
を
中
心
に

花
芽
分
化
が
遅
延（
図
１
、

２
）。

特
に
花
芽
分
化
は
、
作
型
に

よ
っ
て
は
過
去
５
年
で
最
も
遅

れ
た
た
め（
図
３
）、
開
花
が
遅

れ
て
収
穫
に
至
ら
な
い
圃
場
も

み
ら
れ
る
な
ど
、
大
き
な
被
害

が
出
ま
し
た
。

　
　3

ス
ト
ッ
ク
栽
培
に
お
け

る
技
術
対
策

気
象
庁
の
３
か
月
予
報
に
よ

る
と
、
令
和
６
年
の
８
～
９
月

も
高
温
に
な
る
確
率
が
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。
前
述
の
被
害
を

防
止
す
る
た
め
、
次
の
対
策
を

積
極
的
に
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

①
灌
水
：
特
に
直
播
の
場
合
は
、

地
温
を
下
げ
る
た
め
に
こ
ま

め
に
灌
水
を
行
い
ま
す
。
た

だ
し
、
灌
水
過
多
に
な
る
と

肥
料
切
れ
と
な
る
場
合
が
あ

る
の
で
、
灌
水
量
に
は
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
肥
料
切

れ
症
状
が
み
ら
れ
た
際
に
は
、

速
や
か
に
液
肥
に
よ
る
追
肥

を
行
い
草
勢
の
回
復
を
図
り

ま
し
ょ
う
。

②
遮
光
：
直
播
す
る
圃
場
や
育

苗
後
に
定
植
す
る
圃
場
は
、

地
温
を
下
げ
る
た
め
に
栽
培

開
始
の
１
週
間
前
頃
か
ら
ハ

ウ
ス
屋
根
面
に
40
～
50
％
の

遮
光
資
材
を
被
覆
し
ま
す

（
直
播
の
場
合
は
発
芽
揃
い

ま
で
は
二
重
に
被
覆
）。

遮
光
資
材
を
取
り
外
す
時
期

は
、
移
植
栽
培
で
は
活
着
が

確
認
さ
れ
る
定
植
７
日
後
頃
、

直
播
栽
培
で
は
八
重
鑑
別
作

業
の
完
了
時
が
適
期
で
す
が
、

「園芸品目　高温少雨対策
マニュアル（花き）」について

高　橋　佳　孝庄内総合支庁農業技術普及課

図１.気象条件等が生育に及ぼした影響

写真１.発芽不良による欠株の発生（直播栽培）

写真２.灌水過多による肥料切れ症状

高温：30℃以上
（発芽適温：20～23℃） 収量低下発芽不良

高温
（花芽分化限界高温：
早生種18～20℃）

開花遅延
計画出荷が困難花芽分化遅延
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猛
暑
日
が
続
く
場
合
は
遮
光

期
間
を
１
週
間
程
度
延
長
し

ま
す
。
ま
た
、
遮
光
資
材
を

取
り
外
す
作
業
は
、
日
中
の

熱
い
時
間
帯
を
避
け
て
夕
方

や
曇
天
日
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

③
換
気
：
ハ
ウ
ス
サ
イ
ド
や
妻

面
の
ビ
ニ
ー
ル
を
大
き
く
開

け
て
、
出
来
る
だ
け
涼
し
く

理
時
の
花
芽
が
未
分
化
で
、
処

理
１
回
目
の
１
週
間
前
か
ら
処

理
日
ま
で
の
平
均
気
温
が
24
℃

程
度
以
上
の
年
の
場
合
、
発
蕾

時
期
は
16
～
８
日
、
収
穫
盛
期

は
30
～
12
日
早
ま
り
ま
す
。

な
お
、
植
調
剤
は
花
芽
の
分

化
を
早
め
ま
す
が
、
分
化
後
の

花
芽
の
発
達
を
促
進
す
る
効
果

は
な
い
た
め
、
花
芽
分
化
が
始

ま
る
前
の
適
期
に
使
用
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
電
照
は
花
芽
の
分
化

と
発
達
を
促
進
す
る
た
め
、
実

施
期
間
が
長
い
ほ
ど
開
花
が
促

進
さ
れ
ま
す
。

【
優
良
事
例
】

・
令
和
５
年
８
月
４
日
に
播
種
、

８
月
25
日
に
定
植
し
た「
カ

ル
テ
ッ
ト
」シ
リ
ー
ズ
に
対

し
、
プ
ロ
ヘ
キ
サ
ジ
オ
ン
カ

ル
シ
ウ
ム
塩
水
和
剤（
商
品

名
：
ビ
ビ
フ
ル
フ
ロ
ア
ブ

ル
）を
、
本
葉
14
枚
頃
と
、

そ
の
１
週
間
後
に
1
0
0
0

倍
で
散
布
。

・
収
穫
始
め
は
例
年
並
の
11
月

13
日
頃
で
、
奇
形
花
の
発
生

も
な
く
、
品
質
は
良
好
で
し

た
。
一
方
、
散
布
を
し
な
か

っ
た
圃
場
で
は
、
同
時
期
に

側
枝
の
花
蕾
が
未
着
色
で
し

た
。

4
お
わ
り
に

今
回
は「
ス
ト
ッ
ク
」に
絞
っ

て
紹
介
し
ま
し
た
が
、
灌
水
、

遮
光
、
換
気
等
の
基
本
的
な
管

理
は
他
の
品
目
に
も
共
通
す
る

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
必
要

な
作
業
を
適
期
に
実
施
で
き
る

よ
う
、
計
画
的
に
作
業
を
進
め

ま
し
ょ
う
。

な
お
、「
園
芸
品
目

高
温
少

雨
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」は
や
ま

が
た
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
で
も
公
開

し
て
い
ま
す（
会
員
限
定
情
報

で
す
が
、
会
員
登
録
は
無
料
）。

「
ト
ル
コ
ぎ
き
ょ
う
」や「
ア
ル

ス
ト
ロ
メ
リ
ア
」等
の
花
き
品

目
に
つ
い
て
も
記
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
こ
ち
ら
も
是
非
参
考

に
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。

図２.気温の推移とストックの限界高温（アメダス山形：2023年８月～9月）
　　　※実際のハウス内気温は、アメダス測定値よりも高く推移するため注意。

図３.ストックにおける生育の年次変動（尾花沢市、アイアンホワイト、直播）

管
理
し
ま
す
。

④
開
花
調
節
技
術
の
実
施
：
花

芽
分
化
の
遅
延
対
策
と
し
て
、

植
物
成
長
調
整
剤（
以
下
、

植
調
剤
）の
散
布
や
電
照
を

実
施
し
ま
し
ょ
う
。

８
月
上
旬
ま
で
に
播
種
し
た

「
ホ
ワ
イ
ト
ア
イ
ア
ン
」の
開
花

は
、
植
調
剤
処
理
に
よ
り
、
処
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【開催日時】令和６年８月31日（土）　午前10時～午後３時
【開催場所】農業総合研究センター　水田農業研究所（鶴岡市藤島字山ノ前25）
【 テーマ 】祝　庄内育種60年　歴代品種と共に60年を振り返る
【 内　容 】• 研究成果の展示
　　　　　　• お米でつくったパンの試食
　　　　　　• 品種食べ比べ
　　　　　　• 電子レンジで簡単餅づくり
　　　　　　• 所内オリエンテーリング
　　　　　　• 育種クイズに答えて抽選で「つや姫・雪若丸」精米セットプレゼント
　　　　　　• 来場者に「稲穂で作ったしおり」と「研究所産お米（２合）」をプレゼント
　　　　　　• 田んぼのいきもの展示
【問合せ先】山形県農業総合研究センター　水田農業研究所
　　　　　　担当　中場　理恵子
　　　　　　TEL 0235-64-2100　FAX 0235-64-2382

水田農業研究所では、下記により「参観デー」を開催します。「つや姫」「雪若丸」「雪女神」等
を育成した研究所として、皆様のご来場をお待ちしています。来場プレゼントもあります。

水田農業研究所 参観デーのご案内

刈取適期の判断

〇今年も昨年同様に出穂が早いと予想されています！
〇落水は、出穂後30日を過ぎてから！
〇「スマートつや姫」適期作業カレンダーで圃場ごとに
　刈取適期の確認ができます。ぜひ活用を！
〇適期内で刈り終わるよう刈取計画を立てましょう！
〇刈取りに備えて機械の点検はお早めに！
〇積算気温が1,200℃を超えると胴割粒が急増！

はえぬき
雪若丸
つや姫

950～1,200
950～1,200
1,000～1,200

20
15～20
15

25以下

品　種 出穂後積算
気温（℃）

籾水分
（％）

青籾歩合
（％）

刈取適期の判断
稲の刈取り作業は必ず刈取適期内に終えましょう！

「秋季農作業事故防止運動強化期間」 9月1日～10月31日
やまがた温暖化対応米づくり日本一運動庄内地域本部

JA/全農山形県本部

刈取適期を過ぎて
刈り遅れると
胴割粒が急増 

「つや姫」の胴割粒歩合の推移

※出穂後積算気温：出穂期以降の日平均気温の積算
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